
20 - 19
17 - 19
26 - 10

Ｃ 11 - 23
B コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
20 * 0 3 6 14 0 1 0 1 2 3 0 5 1 0
22 * 1 5 5 10 2 4 2 1 2 3 4 0 3 0
23 * 0 0 3 7 2 2 1 4 2 6 0 1 0 0
24 * 0 2 3 5 2 3 1 4 2 6 2 2 1 1
34 * 0 0 10 18 4 7 2 5 14 19 1 1 5 1
5 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 1 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
17 0 1 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -
2 15 29 59 10 17 10 15 22 37 7 10 12 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 1 2 2 6 0 0 3 1 3 4 1 0 1 2
17 * 2 3 4 5 0 0 3 2 3 5 2 4 3 0
25 * 1 2 5 15 1 2 3 0 2 2 5 6 1 0
39 * 0 1 1 5 3 4 2 1 7 8 3 2 0 0
56 * 0 0 8 11 2 3 2 0 3 3 2 1 0 0
0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
28 0 1 2 3 3 0 0 1 0 3 3 2 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -
5 10 24 46 6 9 14 4 21 25 16 13 6 2

2014年度関西学生バスケットボール新人戦
男子 新人戦 勝チーム

74 71

敗チーム

試 合 日 2014.12.13
関西学院大学

戦評
総括、準決勝2試合目は準々決勝で同ディビジョン各上の大阪教育大学を倒し、白熱した試合を見せ流れに乗る甲
南大学と、1回戦から難なく対戦相手を蹴散らしてきた優勝候補最有力校である関西学院大学といった、兵庫県勢同
士の対決となった。序盤は、両チーム一歩も譲らない白熱したゲーム展開となった。両チーム外と中でいいバランスで
攻め立て、一進一退の攻防が続く。両チームこれといった決め手がないまま後半へと突入する。が、流れが変わった
のは第3ピリオド。序盤から関学大のシュートが決まりリードするに伴い甲南大のミスが目立ち始め主導権をものにす
る。終盤、すさまじい追い上げを見せた甲南大だったが、あと一歩届かず。リバウンド勢いで勝る関学大に軍配が上
がった。
第1ピリオド、まずはじめに甲南大#17鈴木が軽やかなジャンプショットを沈める。対する関学大は#20横澤のジャンプ
ショットや＃34池嶋が力強いゴール下で応戦。両者一歩も譲らぬ展開となる。甲南大＃56山田がゴール下で関学大
の強靭なインサイド陣に負けず劣らずの奮闘を見せ優勝候補筆頭である関学大に負けないバスケットを展開し、20-
19で関学リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、関学大は＃34池嶋がダイナミックなレイアップシュートを沈めると続いて＃22堤が自ら切れ込んで得点
をあげる。が甲南大も譲らず＃17鈴木、＃25田中を中心にアウトサイドシュートが決まり流れを渡さない。 ここで展開
をものにしたい関学大は＃15足立を投入。その采配が見事に的中し出場2分でジャンプシュート、更には固いディ
フェンスからスティールを狙いワンマン速攻へと繋いで流れを掴みかける。がまたしても甲南大#56山田がゴール下で
の力強さを発揮し、リバウンド・ゴール下シュートとガッツのあるプレーでチームを牽引し逆転に成功する。ここからとい
うところで19-17甲南大リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、開始早々関学大＃20横澤と#22堤のアウトサイドのシュートで一気に攻め立て、完全に主導権をものに
する。断ち切りたい甲南大は#25田中が持ち前の高い個人技で打破しにかかるが、全体的に足が止まりだし、そこを
見逃さない関学大は#22堤が#34池嶋へタッチダウンパス、そこからバスケットカウントをもらう。ここで＃34池嶋の奇妙
なゴールパフォーマンスに関学大応援席盛り上が会場の雰囲気をものにする。一気に崩れた甲南大はミスを連発。そ
こから関学大に速攻を許し最大13点の点差をつけられてしまう。#3林中の3Pシュートなどでなんとか踏ん張るも、63-
48関学大リードで最終ピリオドに突入する。
第4ピリオド、なおも関学大のペースは変わらない。後半に入りシュートが外れだした甲南大にセカンドチャンスを与
えずリバウンドをものにしファストブレイク。持ち味を存分に活かしたゲーム運びを展開。なんとかもう一度喰らいつきた
い甲南大は#25田中がまたも個人技で関学大ディフェンスを翻弄する。すると、徐々に関学大のミスも目立ち始め流れ
が傾きかけ最大18点あった点差を6点差にまで詰めよる。ここで関学大はたまらずタイムアウトを請求。立て直しをはか
るが、上手くいかずターンオーバー。甲南大#28鎌田にワンマン速攻を許し、残り1分を切り4点差となる。あわや延長
かと思われたがあと一息のところでタイムアップ。74-71で関西学院大学が決勝戦へと駒を進めた。

主審 金蔵　正幸 副審 山本　聡 戦評 木村　太亮（関西学連）

甲南大学開始時間 15.30.00
会　　場 近畿大学記念会館
コ ー ト

試 合 ＮＯ160

記録 関西学生バスケットボール連盟

関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

松田 健太 8 35
松原 寿樹 8 33

MIN

横澤 拓海 12 33
堤 大喜 15 33

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

足立 裕太 4 6
西山 春平 3 14

池嶋 一輝 24 39
梶井 翔太 0 5

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
Team / Coach: 0

0 - -
0 - -

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 74 200
RATE 13.3% 49.2% 58.8%

鈴木 誠 14 35
田中 尚樹 14 40

ST BS MIN

林中 賢太 7 29

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

岡本 大志 2 6
鎌田 翔希 9 22

荒屋 伸太郎 7 33
山田 渉 18 35

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

RATE 50.0% 52.2% 66.7%

Team / Coach: 0 -
合　　　計 71 200


